
①将来を見据えた“英語対策”は小・中学生のうちに始めよう！ 
 近年、大学入試の英語は、親世代の常識が通用しないほど難化しています。最近の入試英語に共通して当て

はまる変化は、一定時間内に処理しなければならない英単語数が飛躍的に増加したことです。例えば、１９８９年の

共通１次試験（当時）では、１００分の筆記試験で総単語数は２７２８語、１分あたり２７.３語を読んで解答すればよ

かったのに対し、２０２３年の大学入学共通テストでは、８０分のリーディングで総単語数は６０１４語、１分あたり７５.２

語の処理スピードが求められています。また、リスニング問題も難化しており、よりナチュラルスピードに近い英語を聞

き取る能力が問われるようになっています。英作文については和文英訳ではなく、自分の考えを英語で表現するよ

うな内容に変わっています。 

大学入試問題の難化と聞いて、「まだまだ先のこと」と考える人もいることでしょう。しかし、これまでも大学入試問

題の傾向が変わると、それにならうように高校入試や中学入試の問題傾向も変わってきました。大学入試問題の難

化は、目の前の高校入試や中学入試にも間違いなく影響を与えます。 

 このような状況は何の前置きもなく始まったのではなく、「小学５年生からの英語の教科化」に始まり、「英語４技

能５領域の習得を目指した新学習指導要領」など、格段にレベルアップした学校の英語学習内容によるものです。

大人の考える「過去の英語学習法」では太刀打ちできない状況となっています。 

 そこで、小学生・中学生のうちから英語力を養う学習を心がけま

しょう。まずは、単語力が必須です。そして、文法の知識もこれまで

通り重要です。そのうえで、身に付けた知識を使う練習が必要です。

英語で書いてみる（表現してみる）、英語を使ってみる（話してみる）

という練習です。もちろん、これらは短期間で身に付けられるスキル

ではありません。できるだけ長い期間でゆっくりと養っていくことをお勧

めします。特に、英語が苦手という人は、苦手だからこそ毎日英語学

習に取り組むように努めましょう。 

 

②新規入塾生募集中 
 学聖館では、皆さんと同じように「学習を頑張りたい！」という生徒さんを大募集中です。お知り合いの方に学聖館

の特徴を聞かれたときは、「検定（英検/漢検/数検・算検）に挑戦、合格する生徒が多い」、「学校の成績が上がる

子が多い」、「入塾前より家庭学習時間が増える子が多い」、「志望校にきちんと合格する子が多い」などをぜひお

伝えください。もちろん、勝手にそのようになるのではなく、その秘訣は学聖館ならではの取り組みにあります。新規

ご入塾をご検討中の方を対象に入塾相談を随時受け付けております。学習について目標やお悩みをお持ちの方は、

ぜひ学聖館までご相談ください。 
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③検定取得を応援します！ 
 検定といえば「英検」が有名ですが、「漢検」や「数検・算検」にも多くの人が挑戦しています。各検定に合格すると、

資格として認められるので、入試や就職などの際、人物評価を高める材料として大いに役立ちます。各学年の学習

内容に合わせて毎年ひとつずつ級を上げて挑戦する人、先取り学習をして学年レベルよりも上の級に挑戦する人な

ど、検定の挑戦方法は様々です。ただ、各検定は下の表の通り、日程が決まっています。直前にあわてて対策をし

ても効果はありませんので、目標とする日程に向けて日々学習に取り組みましょう。 

★第２回「漢検」の個人申込期間が発表されました。→８/１７(木)午前９：００より。 

★８月は、「英検」・「漢検」・「数検・算検」の個人申込が始まります。日程をご確認ください。 

 

 

☆【英検・数検・算検】学年レベル以上の級を目指した先取り学習をご希望の方はご相談ください。 

☆【漢検】漢字の読み書きだけでなく、部首、同音異義語、四字熟語など様々な知識が必要です。 

☆上の表は本会場で実施する個人受検の日程です。準会場（学校等）で実施する場合は別日程もあります。 
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